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1 安全規則
1.1 正しい使用方法

alphaBELT Pro  alphaBELT Basic および ( 以後、｢ベル ト ｣と も呼びます ) 位置制限または位置決め
のための腰ベル ト です。 EN 358 および EN 137 に準拠し て、 呼吸器 ( 以後、 SCBA と呼びます ) 
に組み込んだ り、 他の特に認定された装置を背部に配置し た りするために使用できます。 この
ベル ト は、 使用者を作業場所に固定し た り ( 位置決め機能 )、 使用者が落下する恐れがある場所
に届 く こ と を防いだ り ( 位置制限機能 ) する こ と を意図し ています。 ベル ト システムは、 高所
からの落下を防ぐための個人保護装置 (PPE) です。

 alphaBELT Lanyard ( 以後、 ラ ンヤー ド と呼びます ) 自体は、 EN 358 に準拠し てラ ンヤー ド と し
て使用できます。 あるいは、 EN 1498 ク ラス A および C に準拠し て作業の位置決め用ラ ンヤー
ド と し て、 あるいはレスキュー ・ ループ と し て使用するか、 EN 795 B に準拠し てアン カー装置
と し て使用する こ と も可能です。

' また、 alphaBELT Lanyard との組み合わせで、 alphaBELT Pro  は、 EN 1498 ク ラス B に準拠し た
レスキュー ・ シー ト と し て機能し、 意識があっ て座る位置を保つ必要がある使用者の身体を固
定し ます。

ベル ト およびラ ンヤー ドは、 た と えば、 消防士などの特に極端な作業条件向けに、 MSA の酸素
補給装置 ( シ リーズ AirGo および AirMaXX) との組み合わせで開発されています。

装置を使用する場合、 この取り扱い説明書を必ずお読み頂き、 順守し て頂 く 必要があ り ます。
特に、 安全に JP 関する指示のほか、 装置の使用および操作に関する情報についても注意深 く
読み、 順守し て く だ さい。 さ らに、 安全に使用するために、 使用者の所在国に適用される国内
規制を考慮に入れる必要があ り ます。

危険 

通常の使用、 または緊急時に、 体調によ り健康が影響を受ける場合は、 このベル ト システム
で、 一切の作業を行わないで く だ さい。

危険 

 アルフ ァベル ト  のコ ンポーネン ト が下降や落下によ って引っ張られた り、 他の影響 ( た と え
ば、 高温、 炎、 化学物質、 機械的影響など ) によ っ て損傷を受けた り し た場合は、 すぐに使用
を止めて く だ さい。 わずかでも疑いがある場合は、 本製品の使用を止め、 適切な知識を有す
る人がテス ト を行った後に書面で承認するまで、 再度使用し てはな り ません。

警告 

システムで使用し ているすべてのコ ンポーネン ト  ( た と えば、 酸素補給装置等 ) に関する取扱
指示は、 必ず守ら なければな り ません。

警告 

本製品の機能や安全性を維持するには、 清掃のガイ ド ラ イ ンで指定されている以外の清掃を
行っ てはな り ません。 

清掃のガイ ド ラ イ ンに従わなかった場合、 ベル ト システムの安定性や難燃性に影響する こ と
があ り ます。
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代用または本仕様外の使用は不順守と見な されます。 このこ とは、 特に製品に対する無許可の
変更、 そ し て MSA または MSA が認可し た者によ っ て行われなかった試運転作業にも適用され
ます。

1.2 賠償責任情報
製品を不適切に使用、 あるいは目的通り に使用されなかった場合、 MSA は賠償責任を一切負い
ません。 製品の選択および使用については、 個々のオペレーターに全面的な責任があ り ます。

本マニュアルの指示に従って使用、 修理、 または保守し ない場合、 本製品に対する MSA が行う
保証と し ての製品賠償請求、 保証は無効です。

警告 

本製品は生命と健康をサポー ト し ています。 使用、 保守、 または修理が不適切だ と、 検知器
の機能に影響を及ぼす可能性があ り、 それによ っ て、 ユーザーの生命を著し く 危険にさ ら し
ます。

製品を使用する前に、 操作性を検証する必要があ り ます。 機能テス ト が不合格である、 損傷
を受けている、 満足のい く 修理 / 保守が行われなかった、 純正 MSA スペアパーツを使用し な
かった場合、 製品を使用する こ とはできません。

使用者の安全のため、 本製品を当初の国以外へ再販売する場合、 販売会社は必ず使
用、 メ ンテナンス、 定期点検、 修理に関する指示を、 本製品が使用される国の言語
に翻訳し て提供する必要があ り ます。
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1.3 採用すべき安全対策および予防措置
使用中は、 特に以下のポイ ン ト を守る必要があ り ます ：

- このベル ト システムは、 安全に使用する方法を知っている人、 適切な知識を持っ ている人、
あるいはそのよ う な人の監督の下でのみ使用できます。 ベル ト システムは、 使用する人専用
にする必要があ り ます。

- 他のコ ンポーネン ト と使用する場合の推奨事項は、 以下のとお り です ： 下降に関わるすべて
の他のコ ンポーネン ト 、 他に取り付けられているシステム ( た と えば SCBA) は、 必ず認定さ
れたものであ り、 個人保護装置の必要要件を満た し ていなければな り ません。

- 機器の一部、 または機器全体の安全や信頼性にネガテ ィ ブな影響を与える機器の組み合わせ
は、 使用者を危険に曝し ます。

- 下降または位置決めのベル ト システムを構成する コ ンポーネン ト  ( た と えば、 ベル ト 落下
ク ッ シ ョ ン、 高さ制限ベル ト など ) に対し て許容される最大負荷を、 必ず守っ て く だ さい。

- PPE システムで使用される コ ンポーネン ト は、 た と えば、 EN 137 および ATEX に準拠し てい
る SCBA を必要とする条件下で作業を し ている場合など、 活動 ( 熱、 化学製品などに関し て
) に適し ていなければな り ません。

- 限定、 位置決め、 救出下降などの保護用の PPE システムは、 直接炎に曝された状態や、
100 °C を超える高温の影響を長時間受ける状態で使用するよ う には設計されていません。

- 下降中に、 システムによる呼吸用空気の供給が損なわれる こ とがあ り ます。

- 高温の部品との接触後、 引張り強度に対する保護効果が弱められる こ とがあるかも しれません。

- 着用者の救出でベル ト システムを使用する場合 (EN 1498、 レスキュー ・ ループに従って )、
潜在的な危険 ( た と えば、 障害物を意識し ていない人の邪魔と なる ) に注意し、 適切に評価
する必要があ り ます。

- ベル ト システムを使用する前に、 ベル ト システムを損傷させた り ( 例、 高温の部品、 化学物
質、 ガスなど との接触等 )、 使用者の安全を損ねた りする可能性がある影響を調べ、 適切な
保護措置を講じ る必要があ り ます。

- 化学物質による汚染に曝された場合、 使用の安全性 ( 負荷を支えるス ト ラ ッ プで使われてい
る織物素材は炎難燃性ポ リ エステル ) を確認し ない限り、 PPE を限定、 位置決め、 救出下降
で再使用する こ とはできません。 耐性仕様のリ ス ト を考慮し、 適切な資格がある人 ( た と え
ば、 化学者 ) がテス ト を行う必要があ り ます。 

- メ ーカーが意図し ていない、 ユーザーによる製品への一切の変更または適応は許可されませ
ん。 適応を実施できるのはメ ーカーだけです。 

- このマニュアルの 「ア クセサリー」 部分のポジテ ィ ブ ・ リ ス ト に掲載されている製品だけ
が、 ポジテ ィ ブ ・ テス ト されていて、 認定されてお り、 ベル ト に付ける こ とができます。 

- レスキュー ・ シー ト を alphaBELT Pro と共に使用する際の人間工学的メ リ ッ ト のため、 MSA 
ではタ イプ MAX または EXX のシ ョ ルダーハーネスを使用する こ と を推奨し ています。
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2 内容
alphaBELT Pro/alphaBELT Basic および alphaBELT Lanyard のベル ト は、高所からの落下の危険が
存在する場所向けの個人保護装置の一部です。

alphaBELT Basic および alphaBELT Pro は、 腰部で身体を包む身体サポー ト です。

alphaBELT Basic のコ ンポーネン ト に加えて、 alphaBELT Pro には、 以下のコ ンポーネン ト もあ
り ます ( 図 1 を参照 ) ：

- ウ ェ ビングループ、 ラベル、 熱センサーを装備し たフ ロン ト ポーチ

- エルゴク リ ッ ク ・ バッ クル

- alphaBELT Lanyard は、 既にパッ ケージに含まれています。

alphaBELT Lanyard は、 ベル ト の有無に関わらず使用できます。 た と えば、 ラ ンヤー ドは、 ベル
ト な し であればアン カーポイ ン ト と し て、 ベル ト あ り なら レスキュー ・ シー ト と し て使用する
こ とができます。

ベル ト と ラ ンヤー ド について、 下降の際、 システムが正し く 動作し ないと負傷が発生する リ ス
クがある こ とに注意し て く だ さい。

使用者は、 自身の筋肉の力で追加的な重量 ( 例、 呼吸器 ) に対処できる身体的、 精神的コ ン
デ ィ シ ョ ンでなければな り ません。
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2.1 概要

図 1 alphaBELT Pro および alphaBELT Basic
1 セーフ ・ ク リ ッ ク ・ バッ クル 7 接続バッ クル (SCBA バッ ク プレー ト または機器ホルダー ・ ス ト

ラ ッ プ用 )

2 フ ロン ト ポーチ 8 接続バッ クル用ホルダー

3 レスキュー ・ ループ ・ シー ト 用ウ ェ ビングループ 9 エルゴ ク リ ッ ク ・ バッ クル

4 長さ調節バッ クル 10 D リ ング / 指示アイは、落下防止ポイ ン ト を制限し ます [EN 358]

5 腰パッ ド 11 メ イ ンス ト ラ ッ プ

6 ラ ンヤー ド用バッ クポーチ
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図 2 alphaBELT Lanyard
1 D リ ングのカ ラ ビナ 4 レスキュー ・ ループ ・ シー ト 用 ミ ド ルループ 

[EN 1498 ク ラ ス B] ( 赤い縫い目 )

2 長さ調節バッ クル 5 マーク付き ラベル

3 メ イ ンス ト ラ ッ プ 6 エン ド ループ
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2.2 呼吸器を接続するポイ ン ト
呼吸器のバッ ク プレー ト は、 必ずその目的で提供されている 2 箇所のポイ ン ト で、 ベル ト シス
テムと接続し、 ベル ト に付属し ている接続バッ クルを使用し て接続し て く だ さい。

取り付ける こ とができ るのは、 以下の自給式呼吸器だけです ：

- AirMaXX

- AirGo

正し く 使用するため、 それぞれの呼吸器の操作マニュアルに従って く だ さい。

バッ ク プレー ト に、 他の落下防止ハーネスが接続されていなければ、 上記の呼吸器のいかなる
構成でも可能です。

2.3 ラベルおよびマーク

図 3 alphaBELT Pro のラベル 

*) CE は、 指令 89/686 EEC または規制 (EU) 2016/425、 それぞれ ( 個人保護装置 ) の基本要件へ
の適合を認定。 番号が、 品質システムの監督当局を指定し ます (CE 0408 TÜV Austria Services 
GmbH, A-1015 Vienna)。

**) 試験マーク : 関税同盟の加盟国の市場での製品の統一マーク。

    TP TC 019/2011 番号 : 技術規制の指定

1 シ リ アル番号 ( 製造年を含む ) 6 CE 0408 *)

2 コ ン ト ロール番号 7 EAC 試験マーク **)

3 対応規格 8 製造者

4 製品の名称 9 手入れに関する指示の記号

5 素材番号 10 ｢マニュアル順守｣のアイ コ ン

6 11 定格重量 
( 使用者および機器を含む SCBA)

1 2 4

5

11 910

6

7

8

3
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3 使用方法
3.1 安全に関する注意事項

3.2 ベル ト システムの使用の準備
ベル ト システムを使用するには、 全体システムを目視でチ ェ ッ ク し て、 完全であ り、 使用に適
し た状態であ り、 適切に動作する こ と を確認し なければな り ません。

すべてのバッ クル、 調節ス ト ラ ッ プ、 制限アイ レ ッ ト は、 定期的にチ ェ ッ クする必要があ り ます。

機器を使用する前に、 あらゆる緊急事態を考慮し た、 救出計画が手元になければな り ません。
使用前および使用中は、 どのよ う にすれば、 救出処置が安全かつ効果的に実行できるかを考え
なければな り ません。

ベル ト と ラ ンヤー ドの接続

(1) ベル ト の左側または右側にある 1 つの D リ ングの周囲のエン ド ・ ループにある締めひも
で、 ラ ンヤー ド とベル ト をつなぎます。

(2) 長さ調節バッ クルを D リ ングに近づけて、 ラ ンヤー ドが最長の位置になるよ う に調整する
こ と をお勧めし ます。

(3) また、 ラ ンヤー ド をベル ト のバッ クポーチに入れて、 2 つのボタ ンでバッ クポーチに近づ
ける こ と もお勧めし ます。

危険 

通常の使用、 または緊急時に、 体調によ り健康が影響を受ける場合は、 このベル ト システム
で、 一切の作業を行わないで く だ さい。

ベル ト システムを初めて使用する前に、 使用者はサスペンシ ョ ン ・ テス ト を行っ て、
ベル ト システムの調節機能が十分に動作する こ と、 用途にそって快適に使用できる
こ と を確認する必要があ り ます。

図 4 ラ ンヤー ド付きベル ト の接続 

図 5 ラ ンヤー ドの保存
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(4) ラ ンヤー ド が大きなループになるのを避けるため、 ミ ドルループ カ ラ ビナと反対側の D リ
ングをつなぐ こ と で、 ラ ンヤー ドが自由に垂れ下がる長さ を短 く し て く だ さい。

(5) 長さ調節バッ クルで、 垂れ下がるループのサイズを小さ く し ます。

(6) SCBA 接続バッ クルが自由に垂れ下がる こ とがないよ う に、 SCBA 接続バッ クルをホル
ダーの下のベル ト に近づけます。

 この手順は、 バッ ク プレー ト を取り付けて、 バッ ク プレー ト をなるべ く 身体に近づける
こ と で装着時の快適性を向上させる場合にも利用し ます。

(7) カ ラ ビナを このウ ェ ビングループにつないでいる場合でも、 alphaBELT Pro のフ ロン ト
ポーチは閉じ ておいて く だ さい。

制限ハーネスでのバッ ク プレー ト の固定

(1) 必要であれば、 ベル ト を装着する前に、 最初からハーネスにある腰ベル ト をバッ ク プレー
ト から取り外し て く だ さい。

(2) 2 つの SCBA 接続バッ クルを使って、 ベル ト をバッ ク プレー ト に固定し ます。

 SCBA 接続バッ クルは、 対応する固定スロ ッ ト を通じ て挿入し、 調整し ます。

(3) ハーネスおよびバッ ク プレー ト の全体を調整し て、 使用者に合わせて く だ さい。

図 6 SCBA 接続バッ クルの保存

警告 

特に alphaBELT Pro の場合、 シ ョ ルダーハーネスのス ト ラ ッ プは必ずベル ト の外側を通し、 決
し てス ト ラ ッ プやパッ ドの間は通さ ないで く だ さい。 こ う する こ と で、 速やかに落下し た り、
alphaBELT Pro の背中側にある 2 つのエルゴ ク リ ッ ク ・ バッ クルを開いた時に簡単にバッ ク プ
レー ト を取り外すこ とができます。



13

使用方法

JP

alphaBELT Pro / alphaBELT Basic / alphaBELT Lanyard

3.3 ベル ト システムの使用

特にベル ト システムのま さにこのポイ ン ト が、 104 °C を超える温度になった場合、 フ ロン ト
ポーチで非可逆の温度 / 熱の影響が見られる こ とがあ り ます。 こ う し た影響で、 黒い四角 ( 通
常は、 白 ) が表示された場合、 制限、 位置決め、 救出下降などの負荷に耐える作業では使わな
いで く だ さい。 この場合、 本製品は、 適切な知識を有する人がテス ト を行った後に書面で承認
するまで再度使用し てはな り ません。

ラ ンヤー ドの円周は、 84cm ～ 130cm の広い範囲で調節可能であ り、 定格負荷は 140kg です。

使用中は、 安全のため、 必ず以下の規則を守って く だ さい ：

(1) 固定および / または調整用の部品は、 必ず定期的にチ ェ ッ ク し て く だ さい。

(2) アン カーポイ ン ト の位置、 動作の方法を選択し、 落下が避けられる方法で、 ラペ リ ングを
実行し て く だ さい。

(3) 負荷を支えるス ト ラ ッ プは、 た と えば鋭い端の上を通すなど、 損傷を与える恐れがある接
触があっ てはな り ません。

ベル ト の着用

(1) セーフ ク リ ッ ク ・ バッ クルで、 ラ ッ プ ・ ベル ト を締めます。

(2) 両側の 2 つの長さ調整ス ト ラ ッ プで、 腰ベル ト を し っかり引きます。

 最も人間工学的な位置では、 SCBA の重量の大部分が腰で釣合いを と られ、 シ ョ ルダー
ハーネスにはあま り重量はかかり ません。

警告 

EN 358 準拠のベル ト システムおよび作業位置決めハーネスは、 一切の落下防止目的では設計
されていません。 該当する場合は、 適切な保護装置 ( 落下防止システムなど ) および追加の安
全措置を利用する必要があ り ます。

警告 

ベル ト システムで 2 番目のカ ラ ビナ ( 例、 EN 1498 ク ラス B 準拠のレスキュー ・ ループ ) を使
用する場合、 そのカ ラ ビナは EN 137 準拠の呼吸器 ( 例、 スチール製 ) と一緒に使用できる も
のであ り、 EN 358 および EN 1498 に準拠し ているアプ リ ケーシ ョ ンに対する EN 362:2004 に準
拠し ていなければな り ません。

アル ミ 製のカ ラ ビナは使用し ないで く だ さい。

警告 

ラ ンヤー ドのカ ラ ビナは、 ミ ドルループで使用し てはな り ません。 このループは、 タ イプ B 
のレスキュー ・ ループでのみ使用する こ と を意図し ています。

警告 

高温に曝された り、 高温の物体や炎に触れた場合、 ベル ト の効果に影響する こ とがあ り ます。
ベル ト システムに対する熱的負荷は、 100 °C を超えてはな り ません。

短い時間、 この温度レベル以上の高温になった場合、 ス ト ラ ッ プの素材に損傷を与える可能
性があ り ます。

alphaBELT Pro t の場合、 ウ ェ ビングループ付き フ ロン ト ポケ ッ ト を身体の中心軸上
に位置決めする必要があ り ます。 し たがって、 セーフ ク リ ッ ク ・ バッ クルは左側に
位置決めする必要があ り ます。
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ク リ ッ ク ・ バッ クルの使用
セーフ ク リ ッ ク ・ バッ クル (3 点セーフ テ ィ 付き メ イ ンロ ッ ク )

バッ クルを閉じ るには

(1) はっ き り、 ｢カチ ッ｣と音がするまで、 バッ クル部分を押し ます。

(2) バッ クルがロ ッ ク されていて、 適切に機能する こ と を確認し ます。 

 バッ クルの半分が、 互いの範囲内で自由に動かせ、 両方が引きあっ ていれば大丈夫で
す。

バッ クルを開けるには

(1) MSA ロゴの方向へ 2 つのロ ッ ク解除ボタ ンを同時に押し ながら、 バッ クルの部分を一緒に
押し ます。

(2) バッ クルの半分を引き離し ます。 

エルゴ ク リ ッ ク ・ バッ クル (alphaBELT Pro のみ ) 

バッ クルを閉じ るには

(1) はっ き り、 ｢カチ ッ｣と音がするまで、 バッ クル部分を押し ます。

(2) バッ クルがロ ッ ク されていて、 適切に機能する こ と を確認し ます。 

 バッ クルの半分を引っ張り ます。
バッ クルの半分の間の隙間が残り ます。

バッ クルを開けるには

(1) 2 つのロ ッ ク解除ボタ ンを、 同時に開 く 方向へ押し ます。

(2) バッ クルの半分を引き離し ます。 

閉じ る 開 く

バッ クルの半分の間の隙間が残り ます。

閉じ る 開 く
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追加工具のベル ト への取付

(1) D リ ングの周囲または脇のメ イ ンス ト ラ ッ プに、 小さいコネク タ ・ ス ト ラ ッ プ ・ ループを
取り付けます。

 小さいコネク タ ・ ス ト ラ ッ プ ・ ループの両端およびループは、 D リ ングの背後で垂れ下
がっている必要があ り ます。

図 7 追加工具のベル ト への取付

警告 

小さいコネク タ ・ ス ト ラ ッ プ ・ ループは、 必ず SCBA の使用についてテス ト 済みである もの
で しか使用できません。 つま り、 1 kg を超えない重量で、 ハーネスの人間工学的属性に影響
を与えないものです。 EN 137 の制限 ( 例、 アル ミ ニウム製部品がない ) に従う こ と を強 く 強調
いた し ます。 これは、 SCBA の全体重量を、 EN 137 に従って選択する必要がある こ と も意味
し ています。
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EN 358:1999 に従った制限および位置決め

(1) ｢ベル ト システムの使用の準備｣のポイ ン ト マニュアルでの説明に従っ て、 ベル ト を準備し
ます。

(2) ラ ンヤー ド を、 索をベル ト のバッ クポーチから完全に引き出し ます。

(3) カ ラ ビナを使って、 ループを閉じ て、 ラ ンヤー ド を支持ロープ と し て使います。

(4) 選択し た取付ポイ ン ト の周囲でラ ンヤー ド を引っ張った後、 ベル ト の D リ ングの 1 つと カ
ラ ビナを接続し ます。

(5) 長さ調節バッ クルを使っ て、 長さ を調整し、 安全な動作を確認し ます。

(6) 落下の危険を回避でき るよ う に、 正確に作業位置を選択し て く だ さい。

EN 358 EN 358 EN 358

EN 795 B

図 8 ラ ンヤー ドの使用

警告 

ラ ンヤー ドは、 EN 795 に従ったアン カーポイ ン ト が腰のレベル以上で維持される方法で配置
し なければな り ません。 ラ ンヤー ドは、 必ずピン と張った状態に保ち、 自由な動きは最大で
も 0.6 m に制限し ます。

各地域の規制によ っ て、 異なる措置が義務付けられる こ とがあ り ます。 し たがっ て、 実際の
作業環境に関連する条例等を考慮し なければな り ません。
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アン カー ・ ス ト ラ ッ プ (1 名用に関する EN 795 B に準拠 )

(1) EN 795 に従っ て選んだアン カーの周囲へラ ンヤー ド を導いて く だ さい。 

(2) カ ラ ビナを ラ ンヤー ド の両端に接続する こ と で、 ループを閉じ て く だ さい。

(3) 長さ調節バッ クルを使って、 長さ を調整し、 安全な動作を確認し ます。 
こ こ で、 調整バッ クルは、 アン カーからの圧力な し で、 自由に吊り下がっていなければな
り ません。 カ ラ ビナは、 取付ポイ ン ト と し て機能し ます。

(4) 落下の危険を回避できるよ う に、 正確に作業位置を選択し て く だ さい。

使用後のラ ンヤー ドの保存

バッ クポーチから ラ ンヤー ド を引き出し た後は、 捕えられる リ スク を避けるため、 離し て保管
する こ と を推奨いた し ます。 保存方法の一例は、 以下のとお り です ：

(1) 反対側が接続されている D リ ングに、 カ ラ ビナを引っかけます。

(2) カ ラ ビナを反対側の D リ ングに導き、 互いを接続し ます。

(3) すべての遊離し た部品は、 ベル ト の下に保存し て く だ さい。

警告 

EN 795 B 準拠のアン カー装置を、 EN 355 準拠のエネルギー吸収装置な し で落下防止システム
で使う こ とは許可されません。 接続する カ ラ ビナは、 EN 362 に準拠し ている必要があ り ます。

固定用のアン カーポイ ン ト は、 EN 795 に従って選択し ます。 保護する人の頭上で、
可能な限り垂直に保つ必要があ り ます。 鋭い端、 峰、 つねり等は強度に影響を及ぼ
す可能性があるため、 適切な手段でカバーし なければな り ません。

図 9 ラ ンヤー ドの保存
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EN 1498:2006 に準拠のレスキュー ・ ループ
レスキュー ・ ループ機能は、 必ず救出システムと共に使用し、 この種の救援活動の訓練を受け
た人によ っ てのみ使用し なければな り ません。

救出された人がレスキュー ・ ループの動きによ って危険に曝されてはな り ません。

レスキューループ ・ ク ラス A

図 10 レスキューループ ・ ク ラス A

(1) ラ ンヤー ド は軸の下に置き、 ラ ンヤー ドのカ ラ ビナは、 ラ ンヤー ド のエン ドループ とつな
いで く だ さい。

(2) 結果と し てできるレスキュー ・ ループは可能な限り近 く に取付、 身体がねじれて負傷する
こ とがないよ う にし て く だ さい。

 調節する際は、 長さ調節バッ クルを使います。

(3) 救出下降のアン カーポイ ン ト と し ては、 カ ラ ビナを胸で使う だけにし て く だ さい。

警告 

特に、 ク ラス A や C のレスキュー ・ ループによる救出は、 吊り下げに関するサスペンシ ョ ン
外傷を引き起こ し た り、 呼吸や血液の循環を損ねた りする こ とがあ り えます。 し たがっ て、
これらの種類のレスキュー ・ ループは、 緊急の場合に限っ て使用する こ と と し、 なるべ く 短
時間の使用に限定し ます。 また、 レスキュー ・ ループは、 意識を失っている人で使用し ては
な り ません。 さ らに、 ク ラス C のレスキュー ・ ループは、 頭部を負傷し ている人で使用し て
はな り ません。 レスキューループ ・ ク ラス A は、 単独下降では使用し てはな り ません。

警告 

なお、 救助者はレスキュー ・ ループのス ト ラ ッ プの配置や配属要素との接触によ って救出が
危険になら ないよ う に配慮し なければな り ません。 た と えば、 短い落下などの予想外の事態
で、 救出される人の頭部にコネク タが衝突するなどがあ り ます。
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レスキュー ・ シー ト / レスキューループ ・ ク ラス B – alphaBELT Pro の場合のみ

(1) ｢ベル ト システムの使用の準備｣のポイ ン ト マニュアルでの説明に従って、 ベル ト を準備し
ます。

(2) ラ ンヤー ド を、 索をベル ト のバッ クポーチから完全に引き出し、 ウ ェ ビングループでフ ロ
ン ト ポケ ッ ト を身体の中心に位置決めし ます。

(3) EN 362:2004 ( 例、 EN 341 ク ラス D) に従って、 2 番目のカ ラ ビナを、 ベル ト のフ ロン ト
ポーチにあるウ ェ ビングループにつなぎます。

(4) ラ ンヤー ドのエン ド ・ ループを、 ｢アルフ ァベル ト  システムの使用の準備｣での説明のよ う
に D リ ングにつなぎます。

 ラ ンヤー ド を脚の後ろ を通し、 反対側の D リ ングでカ ラ ビナを接続し ます。

(5) 脚から フ ロン ト サイ ド までの間でラ ンヤー ドの ミ ドルループをつかみ、 ラ ンヤー ド を フ ロ
ン ト ポーチの上の部分へ引っ張り ます。

救出中は、 中央のカ ラ ビナを、 肩の方向でよ り高い位置に配置する こ と を推奨いた
し ます。 すべてのハーネス ・ ス ト ラ ッ プ、 特に肩ベル ト は、 身体にし っかり引き付
けなければな り ません。 そのため、 腰ベル ト を緩め、 肩ベル ト を引っ張り ながら、
システムを上方へ移動させてから、 再度腰ベル ト を締めます。

ラ ンヤー ド にある長さ調節バッ クルは、 必ず最長と なる位置へ調節する必要があ り
ます。 つま り、 バッ クルをなるべ く  D リ ングに近づけます。 その後にだけ、 ミ ドル
ループレスキュー ・ ループの中央に配置し、 三角形構造の両側が同じ長さ で、 バラ
ンスのとれたレスキュー ・ シー ト を提供できるよ う にし ます。

図 11 レスキュー ・ シー ト / レスキューループ ・
ク ラス B
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図 12 赤色のステ ッ チループの接続

(6) 赤色のステ ッ チループを、 2 番目のカ ラ ビナとつなぎます。 このウ ェ ビングループは、 レ
スキュー ・ ループを形成するために、 フ ロン ト 帯ひも環と も接続されます。

 負傷を避けるため、 ラ ンヤー ド をひねら ないで く だ さい。

図 13 レスキュー ・ シー ト / レスキューループ ・ ク ラス B の使用

(7) 2 番目のカ ラ ビナは、 必ず赤色のステ ッ チループのフ ロン ト から使用し、 救出の下降のア
ン カーポイ ン ト と し て使う だけにし て く だ さい。
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レスキュー ・ ループ ク ラス C

図 14 レスキュー ・ ループ ク ラス C
ク ラス C のレスキューループは、 救援活動の間に構築されます。 救出された人は頭を下げて搬
送し、 足首の回り をベル ト で緊密に包みます。

(1) ラ ンヤー ドからのカ ラ ビナを ラ ンヤー ドのエン ド ループにつないで、 閉じ たレスキュー ・
ループを作り ます。

(2) ラ ンヤー ドの長 く 平ら な側が足首の後ろに接触し、 カ ラ ビナが正面になるよ う に、 閉じ た
ループを足首の回り に配置し ます。

(3) 足首のまわり を走っ ている ラ ンヤー ド を、 足首の間で上方へ引きます。

(4) ラ ンヤー ド を、 結果と し て足の前にできるループを通し て、 一番下から一番上まで引っ張
り、 ループを し っかり身体から引き離し て く だ さい。 次に、 ループを終わり まで巻いて、
両足首を包みます。

(5) 救出下降のアン カーポイ ン ト と し ては、 このカ ラ ビナを使う だけに し て く だ さい。
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4 保守および洗浄
4.1 定期チ ェ ッ ク

毎回の使用の前後で、 機器を使っ て、 損傷 ( 摩滅、 カ ッ ト 、 裂けなど ) がないかチ ェ ッ ク し ま
す。 製品の識別が、 読みやす く なければな り ません。 

加えて、 前述の規格に従っ て機器を安全に動作させている場合、 適切な知識がある人によ って
少な く と も 12 ヵ月毎に点検し、 必要に応じ て、 交換し なければな り ません。 し たがっ て、 この
製品のマニュアルの全ての部分またはメ ーカーから提供される他の対応する文書を考慮する必
要があ り ます。 このテス ト の記録を残されなければな り ません ( 機器の文書については、 添付
のチ ェ ッ ク ・ シー ト を参照し て く だ さい）。

このテス ト には、 以下を含める必要があ り ます ：

- 一般的な状態のチ ェ ッ ク ： 経年、 完全性、 ほこ り、 正しい構成など。

- ラベルのチ ェ ッ ク ： ラベルの存在、 読みやすさ (CE マーク、 製造の日付、 シ リ アル番号、 EN 
標準、 メ ーカー、 製品名 )。

- 以下を含め、 これらに限らず、 個々の部品の機械的損傷 ： カ ッ ト 、 破れ、 ノ ッ チ、 摩滅、 変
形、 リ ブの形成、 よ じれ、 つぶれなどのチ ェ ッ ク。

- 個々の部品の熱的または化学的損傷 ( 溶解、 硬化、 
変色など ) のチ ェ ッ ク。

- すべての金属部品の腐食や変形のチ ェ ッ ク。

- 最終接続の状態や完全性のチ ェ ッ ク ： 縫い目 （縫い目の糸の擦り切れなど）、 接合、 結び目
（滑って離れる、 緩みなど）。

- ロ ッ クのチ ェ ッ クによる、 適切な機能の確認 （妥当なロ ッ ク など）。

- 可能であれば、 フ ロン ト ポーチの熱イ ンジケータが変色し ていないかをチ ェ ッ ク。

危険 

alphaBELT Pro または alphaBELT Basic が下降や落下によ っ て引っ張られた り、他の影響 ( た と
えば、 高温、 炎、 化学物質、 機械的影響、 鋭いエ ッ ジ、 摩滅、 カ ッ ト 、 紫外線放射 ) によ っ て
損傷を受けた り し た場合は、 すぐに使用を止めて く だ さい。 わずかでも疑いがある場合は、
本製品の使用を止め、 適切な知識を有する人がテス ト を行った後に書面で承認するまで、 再
度使用し てはな り ません。
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4.2 清掃
ベル ト は必ず手で洗っ て く だ さい ：

(1) 正総では、 なまぬるい水 ( 最高で 30 °C まで ) と、 MSA テス ト 済みの中程度の pH の穏や
かな中性洗剤を使っ て く だ さい。 メ ーカー Ecolab からの TURBO USONA を推奨し ます。

 投与 ： 使用する水の量に対し て 1 % の TURBO USONA

(2) きれいな水 ( 最高で 30 °C まで ) で、 すすぎます。 

(3) 乾燥させてから、 保管し て く だ さい。

 ハーネスは曝し た り、 火またはその他の熱源の近 く に露出させないで く だ さい。

4.3 殺菌
製品の合成素材に一切の影響を与えない物質だけが、 殺菌で使用できます。

4.4 メ ンテナンス
本製品の修理と変更は、 メ ーカーだけが行う こ とができます。

平均的耐用期間

あま り使用し ない場合、 平均的耐用期間は最高 10 年に及ぶ場合があ り ます。 集中的に使用する
とは、 かな り期間が短 く な り ます。 耐用年数を決定する重要な要因は、 製品のテス ト および／
または拒絶の定義済みの基準に従っ てテス ト が実行される時の製品の状態だけです。

プ ラスチ ッ ク または織物による製品は、 通常、 製造日から 10 年後には、 使用を停止し なければ
な り ません。 

張力を受けて、 損傷し た製品は、 直ちに運用から除外し なければな り ません。 

例えば以下のよ う な異なる要因に依存するため、 一般に、 製品の耐用年数について概説する こ
とはできません ： 

- 保存条件

- 紫外線照射

- 使用の強度や頻度

- 手入れ

- 温度、 湿度、 降雪のよ う な天気の影響。 塩、 砂、 化学製品などによる環境

このリ ス ト は、 完全ではな く 、 損傷に対する他の措置を適用する こ とが必要です。 

耐用期間は、 単一の使用での特異な状況で短 く なる こ と もあ り、 機器は最初に使われる
（た と えば輸送の間の損害） 前に、 使えな く なる こ と さ えあ り ます。

警告 

安全性の低下を避けるには、 必ず正しい掃除および乾燥の手順を守ら なければな り ません。



24

輸送および保管

alphaBELT Pro / alphaBELT Basic / alphaBELT Lanyard

JP

5 輸送および保管
製品のス ト ラ ッ プは、 主にポ リ エステル （PES） であ り、 部分的にポリ ア ミ ド （PA） でできて
います。 し たがっ て、 熱による負荷は 100 °C を決し て上回っ てはな り ません。

5.1 輸送
輸送では、 適切な包装 ( ほこ り、 湿気、 化学製品、 UV 放射線、 機械的損傷などから保護 ) を行
わなければな り ません

5.2 保管
保管条件 ： 

- 乾燥および清掃

- 室温

- 光 (UV 放射線、 溶接装置など ) からの保護

- 化学物質 ( 酸、 塩基、 液体、 蒸気、 気体、 等 ) やその他の攻撃的条件から離す

- エ ッ ジが尖っ ている物体からの保護
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6 認証
認定

MSA AirGo または AirMaXX の呼吸器に取り付けるベル ト システムは、 以下の規格に適合し てい
ます ：

alphaBELT Basic

alphaBELT Pro

alphaBELT Lanyard

ATEX

基本装置の許容される動作範囲は、 該当する MSA コ ンポーネン ト を修正し た場合、 制限される
こ とがあ り ます。 基本装置と異なる動作範囲を もつ、 コ ンポーネン ト が使われる と、 最も制限
される ( 限定 ) コ ンポーネン ト の動作範囲が新しい完全な製品にあてはま り ます。 デバイスの
オペレータは、 こ う し た変更を文書化する責任を負います。

適合宣言書は次のリ ン クの下にあ り ます ： https://MSAsafety.com/DoC

EN 137:2007、 ク ラス 2: 消防サービスで使用する圧縮空気呼吸器

ベル ト システムの動作温度 ： -40 °C ～ +100 °C
EN 358:1999 作業の位置決めおよび位置制限ベル ト
ATEX II 3G IIB

II 3D

EN 137:2007、 ク ラス 2: 消防サービスで使用する圧縮空気呼吸器

ベル ト システムの動作温度 ： -40 °C ～ +100 °C
EN 358:1999 作業の位置決めおよび位置制限ベル ト
EN 1498:2006、 ク ラス B レスキューループ ・ ク ラス B は、 以下の組み合わせのみ 

alphaBELT Lanyard
ATEX II 3G IIB

II 3D

EN 137:2007、 ク ラス 2: 消防サービスで使用する圧縮空気呼吸器

ベル ト システムの動作温度 ： -40 °C ～ +100 °C
EN 358:1999 作業位置決めおよび位置制限のベル ト 、 および制限ベル ト に接

続する ラ ンヤー ド
EN 1498:2006、 ク ラス A, C レスキューループ ・ ク ラス A および C
EN 795:1996 B (1 名 ) アン カース ト ラ ッ プ
ATEX II 3G IIB

II 3D

警告 

呼吸器をベル ト システムと共に使用する場合、 この組み合わせは、 呼吸器のバッ ク プレー ト
で指定される承認を受けた認定とはな り ませんが、 ATEX 承認 II 3G IIB、 II 3D には適合し てい
ます。
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7 注文情報

10151246 alphaBELT Pro、 位置決めおよびレスキュー ・ ベル ト

10151241 alphaBELT Basic、 位置決めおよびラ ンヤー ド ( な し )

10151242 alphaBELT Lanyard

10151249 SCBA ベル ト 用小さいコネク タ ・ ループ、 2x

10151248-SP SCBA へのアダプ ター ・ ク イ ッ ク リ リース ・ バッ クル、 2x

10157585 カ ラ ビナ、 3600 LB ゲー ト 、 ト リ プルロ ッ ク



8 付録

装置記録 - 個人保護装置の高所からの落下に関する検査基準表

それぞれのコ ンポーネン ト 、 サブシステム、 システムについて、
記録を保持する必要があ り ます！
お問い合わせ く だ さい！

製品タ イプ ： 製品名 ： シ リ アル番号 ：
製造年 ： 購入日 ： 初回使用日 ：

定期点検および修理の履歴
日付 ： 入力の理由 ( 例、 定期点検 ) ： 見つかった不具合、 行った修理など ： 有資格の人の名前および署名 ： 次の定期点検の期限 ：



For local MSA contacts, please visit us at MSAsafety.com

Because every life has a purpose...
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